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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

歯
科
医
療
と
介
護
保
険 

⑤

小
山　

榮
三（
枚
方
市
）
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世
界
一
幸
福
な
国
と
言
わ

れ
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
介

護
保
険
制
度
を
紹
介
す
る
。

高
齢
者
は
年
金
を
も
ら
い
な

が
ら
生
活
し
て
い
る
。
医
療

費
や
高
齢
者
福
祉
の
費
用
は

無
料
で
、
住
宅
費
・
食
費
な

ど
す
べ
て
の
費
用
を
払
っ
た

と
し
て
も
手
元
に
は
２
〜
３

万
円
が
残
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
介
護
施
設
に
入
所
し

て
い
て
も
同
じ
だ
。
日
本
で

は
年
金
天
引
き
で
介
護
保
険

料
が
徴
収
さ
れ
、
40
歳
以
上

の
国
民
か
ら
も
徴
収
さ
れ

る
。
施
設
に
入
所
す
る
に
は

多
額
の
お
金
が
必
要
で
あ

る
。
家
族
が
そ
の
分
を
補
填

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
高
齢
者
福

祉
は
、
60
〜
70
年
代
は
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す

る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
現

在
は
「
老
年
期
を
第
三
の
人

生
」
と
位
置
づ
け
、
老
人
が

生
活
し
や
す
い
住
宅
、
自
分

の
住
み
慣
れ
た
家
に
で
き
る

限
り
住
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
支
え
る
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・

訪
問
看
護
師
の
24
時
間
体
制

が
取
ら
れ
て
い
る
。

　

在
宅
が
困
難
な
人
は
、
ケ

ア
付
き
住
宅
で
暮
ら
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
ト
イ
レ
に
行

き
た
い
・
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

た
い
・
寝
て
い
る
体
位
を
変

え
た
い
時
は
、
呼
び
出
し
装

置
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
無
線

で
ヘ
ル
パ
ー
に
連
絡
が
入

り
、
必
要
で
あ
れ
ば
い
つ
で

も
10
分
以
内
で
駆
け
つ
け
て

く
れ
る
。
家
族
介
護
か
ら
、

社
会
全
体
で
支
援
す
る
介
護

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
で
き
る
背
景
と
し

て
、
国
家
予
算
の
配
分
に
日

本
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
税

金
は
、
累
進
課
税
と
25
％
の

消
費
税
で
あ
る
。
国
家
予
算

の
75
％
は
、
教
育
・
文
化
・

医
療
福
祉
に
使
わ
れ
て
い

る
。
日
本
で
は
「
人
よ
り

も
、
人
よ
り
も
」
と
い
う
競

争
原
理
の
格
差
社
会
が
、
政

治
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
構

造
改
革
・
規
制
緩
和
路
線
で

あ
る
。

　

こ
の
路
線
で
は
、
社
会
的

な
弱
者
は
い
つ
も
日
陰
に
追

い
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
日
本

の
介
護
保
険
制
度
は
、
そ
の

人
が
ど
う
い
う
暮
ら
し
を
し

た
い
の
か
と
い
う
希
望
は
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
。
介
護
に

か
か
る
手
間
を
時
間
に
し
て

介
護
度
を
決
め
て
い
る
。
訪

問
介
護
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
て
も
、
ヘ
ル
パ
ー
に
頼
む

内
容
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て

い
る
。
医
者
に
行
っ
た
あ
と

散
歩
し
た
い
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
行
っ
た
つ
い
で
に
ほ
か
に

も
寄
り
た
い
な
ど
と
い
う
要

求
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
制
度
を
、
本

人
の
生
き
る
意
欲
が
引
き
出

せ
る
よ
う
な
制
度
に
ぜ
ひ
改

善
し
て
行
く
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
る
。
自
公
政
権
は
国
民

の
声
に
お
さ
れ
て
退
場
し

た
。
次
は
、
国
民
の
声
が
も

っ
と
反
映
で
き
る
よ
う
な
政

治
に
変
え
て
、
介
護
保
険
制

度
の
充
実
す
る
国
に
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

「
世
界
一
幸
福
な
国
デ
ン
マ

ー
ク
の
暮
ら
し
方
」
千
葉
忠

夫
著（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）参
照
。

歯
科
医
院　

【
所
在
地
】
大
阪
市
西
成
区

岸
里
東
２-

16-

17　

カ
ー
ザ

ー
岸
里
２
０
１
号
（
マ
ン
シ

ョ
ン
２
Ｆ
）

【
最
寄
駅
】
南
海
電
車
「
岸

里
玉
出
」
駅
か
ら
徒
歩
１
分

【
条
件
等
】
テ
ナ
ン
ト
物

件
、
チ
ェ
ア
４
台
、
パ
ノ
ラ

マ
、
デ
ン
タ
ル
、
新
品
レ
セ

コ
ン
（
Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）、
旧

来
院
患
者
数
30
〜
40
人

【
譲
渡
理
由
】
他
区
へ
の
移

転
の
た
め

【
譲
渡
価
格
】
２
０
０
０
万

〜
２
５
０
０
万
円
（
応
相

談
）

【
連
絡
先
】（
医
）は
た
な
か

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

畑
中
栄

治
（
℡
06-

６
６
５
３-

４
６

１
８
）

※
ご
自
由
に
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

（http://www6.ocn.ne.jp/
̃hatanaka/

）。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
歯
科

に
お
け
る
医
療
行
為
は
、
治

療
者
と
患
者
を
治
療
技
術
を

通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

【
会
場
】
保
険
医
会
館

※
新
点
数
説
明
会
を
実
施

●
大
阪
市
西
部
地
区　

午
前

10
時
〜

※
新
点
数
説
明
会
を
実
施

【
会
場
】
サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺

※
新
点
数
説
明
会
を
実
施

４
月
３
日（
土
）

●
大
阪
市
東
部
地
区　

午
後

６
時
〜

【
会
場
】
保
険
医
会
館

※
新
点
数
説
明
会
を
実
施

●
大
阪
市
南
部
地
区　

午
後

６
時
〜

【
会
場
】
保
険
医
会
館

※
新
点
数
説
明
会
を
実
施

●
北
大
阪
地
区　

午
後
７
時

〜【
会
場
】
千
里
阪
急
ホ
テ
ル

※
新
点
数
説
明
会
を
実
施

４
月
４
日（
日
）

●
大
阪
市
北
部
地
区　

午
前

10
時
〜

●
南
河
内
地
区　

午
前
10
時

〜【
会
場
】
保
険
医
会
館

※
「
予
防
歯
科
の
最
前
線
」

を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演

３
月
13
日（
土
）

●
東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区※
時
間
・
会
場
・
記
念
講
演

な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
未
定

３
月
27
日（
土
）

●
北
河
内
地
区　

午
後
５
時

30
分
〜

【
会
場
】
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
会
議

室※
新
点
数
説
明
会
を
実
施

●
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区　

午
後
６
時
30
分
〜

　

協
会
の
10
地
区
組
織
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
２
０
１
０
年
度

の
総
会
日
程
を
決
め
た
。
地

区
総
会
で
は
、
09
年
度
ま
と

め
と
決
算
、
新
年
度
予
算
な

ど
を
決
め
る
。

　
　

◇　
　

◆　
　

◇

３
月
６
日（
土
）

●
三
島
地
区　

午
後
６
時
〜

【
会
場
】
茨
木
市
福
祉
文
化

会
館
（
オ
ー
ク
シ
ア
タ
ー
）

１
０
１
号
室

※
「
病
院
歯
科
の
カ
シ
コ
イ

使
い
方
」
を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演３月

７
日（
日
）

検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、

両
者
の
間
に
良
い
治
療
関
係

を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
難
し

い
。
さ
ら
に
そ
の
人
間
関
係

を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
発
展

さ
せ
る
た
め
に
は
、
対
人
関

係
を
促
進
す
る
一
段
の
配
慮

が
要
請
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
医
療
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、
心
理

学
的
な
視
点
か
ら
考
察
し
て

み
た
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　

既
報
で
は
「
歯
科
治
療
と

患
者
心
理
、
催
眠
誘
導
法
」

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

「
催
眠
誘
導
法
」
に
つ
い
て

の
講
演
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。

※
必
ず
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
治
療

場
面
で
は
常
に
こ
れ
ら
３
つ

の
要
因
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
筆
者
は
歯
科
治
療
技

術
に
つ
い
て
は
門
外
漢
な
の

で
、
残
り
の
２
つ
、
つ
ま
り

患
者
の
心
理
と
歯
科
医
師
の

対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
た
い
。

　

患
者
も
歯
科
医
師
も
、
当

然
の
こ
と
だ
が
今
日
の
社
会

に
生
き
る
現
代
人
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
患
者
の
心
理

を
理
解
し
適
切
な
対
応
を
す

る
た
め
に
は
、
第
１
に
、
現

代
日
本
人
の
心
理
を
理
解
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は

背
景
と
な
る
現
代
の
世
相
に

つ
い
て
、
そ
の
特
徴
的
な
面

を
検
討
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

第
２
に
、
歯
科
患
者
全
般

に
共
通
す
る
特
別
な
心
理
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
歯
科
医
師
固
有

の
心
理
的
特
徴
に
つ
い
て
も

１
日
目

時
局
講
演
「
福
祉
国
家
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
」

日
時　

２
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
７
時

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

参
加
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

講
師　

都
留
民
子
氏
（
県
立
広
島
大
学
教
授
）

※
講
演
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
先

生
は
、
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

２
日
目

「
歯
科
医
療
を
取
り
巻
く
情
勢
と
２
０
１
０
年
改
定
」

日
時　

２
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

参
加
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

講
師　

政
策
部
・
社
保
研
究
部
講
師
団
、
訴
訟
原
告
団

内
容　

①
「
新
政
権
と
歯
科
医
療
の
今
後
」

　
　
　

②
「
２
０
１
０
年
改
定
今
後
の
歯
科
医
療
」

　
　
　

③
「
レ
セ
プ
ト
請
求
省
令
改
正
点
の
解
説
」

『
会
員
学
習
会
』

日
時　

２
月
20
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

木
村
好
秀
氏
（
技
工
士
・
和
田
精
密
歯
研
㈱
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
技
工
の
先
端
領
域
」

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

【
一
部
】「
婦
人
科
領
域
の
最
新
の
話
題
」

日
時　

２
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

天
王
寺
東
映
ホ
テ
ル
４
階
「
桜
の
間
」　

定
員　

30
人　
　

会
費　

無
料

講
師　

岡
本
薫
氏（
西
区
か
お
る
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

【
二
部
】
ち
ょ
っ
と
遅
め
の
新
年
会

日
時　

同
日
午
後
４
時
30
分
〜
６
時
30
分

会
費　

６
千
円
（
新
年
会
参
加
費
）

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
主
催
ち
ょ
っ
と
遅
め
の
新
年
会

日
時　

２
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
顧
問
団
税
理
士
）

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※ 

『
保
険
医
の
経
営
と
税
務　

２
０
０
９
年
分
確
定
申
告
版
』

を
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
税
理
士
任
せ
に
し
な
い
確
定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
」

確
定
申
告
対
策
講
習
会（
医
科
・
歯
科
共
催
）

２月度生涯研修講座

齋藤　稔正氏（立命館大学文学部教育人間学特任教授）

歯科患者の心理と対応

各
地
区
総
会
一
覧

　

掲
載
は
会
員
に
限
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
交
渉
は
当

事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ
い
て
、
協

会
は
一
切
の
責
任
を
負
わ
な

い
も
の
と
致
し
ま
す
。

2010
年 度

協
会
各
地
区 

総
会
の
お
知
ら
せ

世
界
の
介
護
保
険
制
度

日
時　

２
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
歯
科
患
者
の
心
理
と
対
応
」

２
月
度
生
涯
研
修

会
員
に
は
１
冊
無
料
進
呈
（
定
価
１
５
０
０
円
）　

確
定
申
告
・
医
院
経
営
改
善
の
た
め
の
一
冊

　

※
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
確
定
申
告
書
の
記
載
例
な
ど
を
掲
載
。
次
号
の
機
関
紙
に
同
封
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

『
保
険
医
の
経
営
と
税
務
（
確
定
申
告
版
・
２
０
０
９
年
分
）』

『
保
険
医
の
経
営
と
税
務
（
確
定
申
告
版
・
２
０
０
９
年
分
）』  

（
Ｂ
５
判
・

（
Ｂ
５
判
・
7272
㌻
）
㌻
）


